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  令和６年度 財政状況のあらまし 
 

 市では、市民の皆さんに市の財政をどのように運営しているのかをお知らせするため、財政状況を年２

回公表しています。今回は、令和６年度下半期（令和７年５月30日現在）および令和６年度決算の状況を

お知らせします。 

  

一般会計における令和６年度下半期（令和６年10月～令和７年３月）の財政状況については、この間に

６回予算の補正を行い、予算額を54億8453万円増額しました。この補正予算の主なものは、低所得者支援

給付金事業、物価高騰対応私立等児童生徒保護者負担軽減臨時給付金支給業務、基金への積立金などで、

最終の補正後予算額は890億7958万円となりました。補正後予算額に令和５年度からの繰越金を含め、令和

６年度の予算現額は897億1604万円となりました。 

 下半期における歳入は、令和６年度の歳入額全体の58.2％に相当する528億1137万円となり、歳出は全体

の68.1％に相当する587億9397万円となりました。 

 令和６年度一般会計決算は、予算現額897億1604円に対し、歳入決算額は、907億1017万円、収入率は

101.1%となり、歳出決算額は863億9595万円、執行率96.3%となりました。翌年度へ繰り越した事業にかか

る財源を除いた歳入歳出の差引額（実質収支）は、39億8005万円となりました。 

市債（借入金）等残高については、一般会計は前年度と比べて18億9462万円の増、水道事業会計は4402

万円の減、下水道事業会計は8203万円の減、土地開発公社は３億7695万円の減となりました。基金（積立

金）は、一般会計、介護保険事業会計の合計で13億2598万円の増となりました。 

 一般会計、特別会計、公営企業会計の執行状況、基金（積立金）、市債（借入金）および市有財産の現在

高などは以下のとおりです。 

 

（注） 次頁以降の表内の各計数は原則として表示単位未満四捨五入のため、合計等に一致しない場合が

あります。 
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○一般会計の執行状況 

＜歳入＞ 

企業収益増による法人市民税の増、評価替えによる固定資産税の増などにより、市税全体では前年度比

2.7%の増となりました。また、物価高騰対策などに係る国庫・都支出金の増や税連動交付金の増などの影

響により、歳入総額では前年度比113億1164万円、14.2%の増となりました。執行状況は、下表のとおりで

す。 

       （単位：万円） 

    区分 令和５年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度収入済額 令和６年度 収入率 

款 決算額 当初予算額 予算現額 上半期 下半期 決算額   

市税 447億8059 445億2996 457億9886 259億2317 200億8877 460億1194 100.5% 

国庫支出金 115億7107 105億6478 127億5402 28億3481 96億5064 124億8545 102.1% 

都支出金 87億6069 91億2255 98億3601 13億8839 86億5182 100億4021 102.1% 

繰入金 8億2884 44億3844 44億8368 0 44億7609 44億7609 99.8% 

繰越金 41億5786 7億 32億2013 32億2013 0 32億2013 102.7% 

地方消費税交付金 38億1144 34億6200 38億1100 21億9295 17億9368 39億8663 104.6% 

使用料及び手数料 16億 397 14億9478 15億3952 8億 463 7億9060 15億9523 103.6% 

市債 1億     32億 30億9550 0 30億9550 30億9550 100.0% 

その他 37億8407 40億1049 51億7732 15億3473 42億6426 57億9899 112.7% 

歳入合計 793億9853 815 億 2300 897億1604 378億9881 528億1137 907億1017 101.8% 

 

＜歳出＞ 

市債の元利償還金の減少による公債費の減があるものの、中学校改築事業や市立小・中学校給食費補

助金の開始などによる教育費の増、保育所運営に係る経費の伸びや高齢者総合センター施設改修などに

よる民生費の増などにより前年度比102億1754万円、13.4％の増となりました。執行状況は、下表のとお

りです。 

（単位：万円） 

区分 

款  

令和５年度 

決算額 

令和６年度 

当初予算額 

令和６年度 

予算現額 

令和６年度支出済額 令和６年度 

決算額 

執行率 

  上半期 下半期 

民生費 338億9999 359億5202 383億2347 140億7857 226億5600 367億3457 97.1% 

総務費 128億 314 127億4256 158億4269 38億7959 115億3158 154億1116 98.2% 

教育費 122億7164 146億9752 166億6252 36億4790 124億 910 160億5700 96.4% 

衛生費 63億 385 69億5909 68億   6 22億7843 42億4558 65億2402 96.0% 

土木費 61億6620 61億7349 68億9958 18億   9 48億7092 66億7101 98.3% 

消防費 20億9059 21億6314 21億4106 9億6934 11億3146 21億  80 98.1% 

商工費 6億7652 6億9559 10億3195 2億 862 7億6431 9億7293 94.3% 

公債費 13億7323 12億7962 12億7715 4億5289 8億2415 12億7704 100.0% 

その他 5億9325 8億5997 7億3757 2億8654 3億6087 6億4742 75.0% 

歳出合計 761億7841 815億2300 897億1604 276億 197 587億9397 863億9595 97.0% 
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○市民１人当たりの市税負担状況 

 令和６年度市税収入額（460億1194万円）を人口14万8285人（令和７年３月末）で割ると、１人当たりの

市税負担額は、31万294円になります。この市税負担額に、支出済額の目的別の割合をかけると、どの目的

にどれくらい活用されたかが分かります。 

（単位：円） 

目的 金額 内容 

民生費 13万1934 社会福祉、高齢者福祉、児童福祉などの経費、保育園や福祉施設等の管理運営など 

総務費 5万5350 企画、財務、課税、統計、住民票・戸籍等の管理経費、庁舎の維持管理・人件費など 

教育費 5万7669 市立小・中学校の管理運営、図書館・武蔵野プレイス・総合体育館などの管理運営など 

衛生費 2万3431 
新型コロナウイルスワクチン接種や各種検診、予防接種等の保健・健康づくり事業、 

ごみの収集・処理、公害対策など 

土木費 2万3959 道路・公園の整備・維持管理や計画的なまちづくりに要する経費など 

消防費 7545 消防事務、消防団などの活動、災害対策に要する経費など 

商工費 3494 地域産業の振興に要する経費など 

公債費 4587 市債（借入金）の償還（返済）に要する経費 

その他 2325 市議会の運営、勤労者対策、農業の振興など 

計 31万 294   

 

○特別会計の執行状況 

 特定の歳入を特定の歳出に充てる以下の事業については、特別会計を設置して一般会計とは区別して経

理しています。 

 

＜歳入＞           （単位：万円） 

区分 

会計 

令和５年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度収入済額 令和６年度 収入率 

決算額 当初予算額 予算現額 上半期 下半期 決算額  

国民健康保険事業会計 139億1316 144億2999 144億9537 50億 673 86億6699 136億7372 94.3% 

後期高齢者医療会計 42億2633 44億7378 45億1094 11億1414 33億8891 45億 305 99.8% 

介護保険事業会計 127億8108 129億2807 131億1653 55億3506 75億8780 131億2286 100.1% 

       

＜歳出＞           （単位：万円） 

 区分 

会計 

令和５年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度支出済額 令和６年度 執行率 

決算額 当初予算額 予算現額 上半期 下半期 決算額  

国民健康保険事業会計 136億9749 144億2999 144億9537 48億6361 87億0382 135億6744 93.6% 

後期高齢者医療会計 42億1233 44億7378 45億1094 13億4700 31億4144 44億8844 99.5% 

介護保険事業会計 122億1438 129億2807 131億1653 53億1016 73億3460 126億4476 96.4% 
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○公営企業会計の執行状況 
 水道事業会計および下水道事業会計は地方公営企業として位置付けられ、独立採算制をとっています。 

＜水道事業会計＞         

（単位：万円） 

  収  入   支  出  差引額 

 上半期 下半期 計 上半期 下半期 計 収入-支出 

収益的収支 16億7976 19億5801 36億3777 13億8444 22億6486 36億4930 △1153 

資本的収支 0 2億6971 2億6971 1億8362 6億9401 8億7763 △6億 792 

  

＜下水道事業会計＞     

（単位：万円） 

  収  入   支  出  差引額 

 上半期 下半期 計 上半期 下半期 計 収入-支出 

収益的収支 12億7472 16億2059 28億9531 7億2472 19億9925 27億2397 1億7134 

資本的収支 2406 4億7449 4億9855 4億8305 4億1359 8億9664 △3億9809 

 

○基金（積立金）の現在高 
公共施設や公園の整備・更新などの財源として活用するため、公共施設整備基金や公園緑化基金などの

積み立てや取り崩しを行っています。 

              （単位：万円）   

基金名 令和５年度末現在高 令和６年度上半期現在高 令和６年度末現在高 

一 

般 

会 

計 

財政調整基金 70 億 948 70 億 948   80 億 1764 

特
定
目
的
基
金 

公共施設整備基金 201億5881 201億5881 205億6753 

学校施設整備基金 205億4679 205億4679 201億8322 

吉祥寺まちづくり基金 46億9294 46億9294 50億9620 

公園緑化基金 56億3570 56億3570 55億2044 

その他の特定目的基金 12 億 7552 12億7552 12億1703 

下水道事業基金 0 0   0 

介護給付費等準備基金 12億9094 12億9094 13億3410 

合  計 606億1018 606億1018 619億3616 

令和６年度末市民１人当たりの基金残高 41万7683円 

 

○市債（借入金）等の現在高  

道路や公園、学校など長年にわたり使用する施設の建設費や土地購入費の資金を借り入れ、毎年公債

費として返済をしています。多額な支出による財政負担を年度間で平準化することと、将来の市民にも

公平に費用を負担していただくために借入れを行っています。 

 （単位：万円）   

会計名 
令和５年度末 

現在高 

令和６年度上半期 

現在高 

令和６年度末 

現在高 

一般会計 99億7899 95億5195 118億7361 

水道事業会計 23億4306 22億 447 22億9904 

下水道事業会計 77億 854 75億3207 76億2651 

土地開発公社 73億2725 77億8815 69億5030 
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○市有財産の現在高  

市有財産 令和５年度末現在高 令和６年度末現在高 

不動産 
土地 61万6115㎡ 61万7351㎡ 

建物 33万5333㎡ 33万8915㎡ 

有価証券 
有価証券 32億2139万円 32億5756万円 

出資証券 5万円 5万円 

物品 車両 99台 99台 

（取得価格50万円以上） 備品 911点 972点 

その他 立木 2189本 2189本 

 プール施設 19か所 19か所 

 防火水槽 276か所 275か所 

 

○財政指標 

①財政力指数 
財政基盤の強さや余裕度を示す指標です。指数が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が高い団体
であり、１を超えている自治体は普通交付税の交付対象外です。 

②経常収支比率 
財政構造の弾力性を示す指標です。毎年経常的に収入される市税などの一般財源のうち、毎年経常的
に発生する人件費、扶助費、公債費などの固定的な経費に充てられた割合を示すもので、この比率が
低いほど自由に使える財源の割合が高く、新たな行政サービスへの対応を柔軟に行えることを意味し
ます。 

③公債費負担比率 
一般財源総額のうち市債の返済に充てられる割合を示すもので、15％が警戒ライン、20％が危険ライ
ンとされています。 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 【参考】 令和５年度 

①財政力指数(３年平均) 1.484 1.507 1.570 都26市 0.942 

②経常収支比率(％) 81.2 79.5 79.2 平   均 91.5 

③公債費負担比率(％) 2.6 2.4 2.1  6.4 

 

 

○参考資料 

市の財政事情や決算状況に関する資料は、随時、市ホームページまたは市政資料コーナーで公表してい

ます（決算書、決算参考資料、決算付属資料、実質収支に関する調書・財産に関する調書、年次財務報告

書、決算カードなど)。 


